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２月例会ご案内

日時  ： ２月９日  木曜日

      18：30 ～ 20：30
場所  ： 港区立産業振興センター

       10 階 会議室３

会費 ： 1000 円

テーマ ： 「東西古今人間学 4」後編

テープを聴く

演者  ： 古川 彰久

敵か味方か、戦略決定

何が戦略で、誰が戦略決定をするのか、秀吉は

理解して実践していた。

上月城というのは尼子氏一族の領土だったので

すが、毛利に取られ、秀吉は尼子氏援助していた

のです。ところが毛利が攻めてきて、兵力量は同

じ位でしたので、秀吉は上月城を救うべきか見捨

てるべきか迷ったのです。

そこで秀吉は信長に使いをやって決裁を仰いだ

のですが、信長の返答は見捨てろというものでし

た。そこで上月城は落ちて、尼子氏一族は滅んで

しまうのですが、相手を助けるか見捨てるかとい

うことは戦略決定なのです。戦術上の問題ではな

いのです。相手を味方にするか敵にするか、これ

は戦略上の問題です。信長がいる間、秀吉という

男はどの戦でも戦略決定は信長に従っているので

す。

会社の中でも戦略決定と戦術決定はきちんと区

別しなくてはいけない、というのはこういう点を

いうのです。社長さんは戦略決定をする。部長さ

んとか常務さんというのは戦略決定をやってはい

けないのです。

ところが明智光秀は戦略と戦術の区分ができな

かったのです。光秀は丹波を攻撃して丹波を取る

のですが、その時、波多野一族というのがいて頑

強に抵抗するのです。光秀は手に負えなくなり、

自分の母親を波多野一族に人質として出し、「お

前らの命は助けるから何とか降参するように」と

言って、波多野一族を降伏させるのです。そして

丹波全域を手に入れるのです。

そこで光秀は信長の所に行き、事情を説明する

のですが、信長は「馬鹿者め！全部殺せ」と怒る

んです。それで、波多野一族は皆殺しになってし

まうのですが、波多野の残党は人質になっていた

光秀の母親を殺してしまうのです。

これなどは、光秀に戦略と戦術の区分がなかっ

た証拠です。光秀は助けるか殺すかの戦略を決定

して信長の所へ持っていったわけですから、信長

は戦略決定ができないわけです。

戦略というのは二つの中の一つですから、殺す

場合にはどうするか、助けた場合にはどうするか

の戦術が決定できない。光秀の場合はそのよい例

で、母親も失ってしまったといえると思います。

小牧・長久手の戦い

秀吉という男は、実に戦略決定のうまい男だと

いえると思います。その一番よい例が、小牧・長

久手に表れていると思います。

小牧・長久手というのは、小牧が主戦地で長久

手で戦闘をやったのです。信長が死んでから秀吉

の勢力が大きくなったのですが、信長の子供、織

田信雄はおもしろくなくて、秀吉に反抗するわけ

です。そこで信雄は、秀吉をやっつけろと徳川家

康に泣きついたのです。家康は信長の同盟者です

から、信雄に加勢して秀吉に対抗しました。秀吉

は信長の部下でしたが、家康は同盟者であっても

部下ではなかった。その秀吉の勢力が大きくなっ

てきたので、家康は自分の力を誇示しておこうと

とでも思ったのでしょう。

秀吉はこのとき小牧に陣を取り、総兵力約十万、

対陣する家康方約三万。兵力からいっても秀吉の

方が有利です。しかし彼は家康と対陣して、じっ

としていました。小説では家康が怖かったからな

どと書かれていますが、決してそうではない。秀

吉はそんな小物ではありません。

彼はこの時戦略を考えていたのです。戦略とは、

つまり天下統一、天下統一するためにはあと五つ

の障害を突破しなければならない。まず島津、小

田原の北条、伊達等をやっつけなければならない

と考えていたわけです。こういう戦略を立ててい

ましたから、ここで兵力をなくしたくなかったの

です。だからこの１０万の兵力を失うことなく、

家康をこちらの味方にする方法はないかと、考え

ていたと思います。

秀吉は家康に勝ち戦をさせたのです。というの

は家康というのは家柄のある男ですから、負け戦

になったら撤退しながらも最後まで戦うだろうと

見抜いたのです。そうすると戦いは長引き、失う
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兵力も大きい。そうしないためには相手に勝ち戦

をさせ、こちらから講和を結べばよいと考えたの

だろうと思います。

天下を取る戦略

秀吉の部下に池田勝入斎という男がいたのです

が、この池田が秀吉にある作戦を真言したのです。

というのは、今、家康は本国の三河を空にして出

てきているから、私たちが三河に侵入して撹乱し

ていましょう。家康は驚いて本国に兵を返すでし

ょうから、その時にあなたは家康を責めればよい

でしょう。というのです。

これは家康という人物を考えた場合、大変無謀

な策なんです。相手のホームグラウンドに入るわ

けですし、情報網だってしっかりしているから必

ず見つかる筈なのです。秀吉はこのあたりのこと

は見抜いていて当然なのですが、この無謀な策に

対してＯＫの返事を出してしまうのです。

最初、このことをとっても不思議に思ったので

すが、後から考えてみると、十分納得できたので

す。そこで池田勢と、彼と一緒に行った森勢らは

どうなったかというと、長久手で家康方に急襲さ

れてしまうのです。ここで推進作戦は見事に失敗

してしまうのです。

この長久手の戦いで「家康は強かった」などと

いわれるのですが、私はそうは思わないのです。

自分のホームグランドに入ってきた兵士の情報も

取れないでいるような司令官だったら馬鹿者です。

急襲できて当り前なのです。

不思議なのは、一万何千人の池田と森の兵士の

損害が約千人なのです。本当なら全滅している筈

なのに、しかも徳川勢の討ち死に者は七百人ぐら

いです。人数的には徳川勢の方が少ないのですが、

比率的には徳川勢の方が余計に死んでいるわけで

す。しかも、このとき秀吉の本体は動いていない

のです。家康を本当にやっつけるつもりなら、相

手が手薄になったときに攻める筈です。だから私

は、いろいろな歴史家や小説家が書いているよう

に、「これは家康の采配がうまかったから」とは

全然思わないのです。

これは秀吉の戦略からいって、損害を出さない

で家康を味方につけるためには、家康にに勝ち戦

をさせなければならない。そして彼と講和条約を

結ぼうという、秀吉の戦略だったとと思うのです。

相手を勝たせておけば、戦力的には秀吉の方が三

倍以上の戦力でまさっているのですから、お互い

に対等の立場で講和が結べるのです。

秀吉はこういう作戦を立てたと思うのです。そ

う考えてみると、彼の行動というものがよく理解

できるのです。この合戦の間、彼は家康を一度も

攻めることなく、信雄に味方した小さな城を打ち

取っているのです。それは見事なほどきれいに討

ち落としています。

とうとう信雄は秀吉に降参して、単独講和を結

んでしまうのです。つまり、家康に泣きついて秀

吉を攻めたのに、家康はまだ秀吉と対陣している

のに、信雄は単独で降参してしまうのです。

家康としては立場がなく、戦う名目もなくなっ

てしまうのです。そして、ちょうどこの時になっ

て秀吉が、勝たせた家康に「どうです、講和しよ

うじゃありませんか、お前さんが勝っているので

すから」と持ちかけるのです。さすがの家康も秀

吉の戦略に見事にひっかかるのです。そのあと秀

吉は、家康を持ち上げて、結婚していて妹を離縁

させて家康のところに送りつけたり、母親までも

娘に会いに行けといって、家康のところに送って

いるのです。

家康の方からすれば、妹と母親を人質に出して

よこしたんだと思いますから、これはもう断り切

れないのです。しかも面目は全然失っていないの

ですから、余計に断れないわけです。

講和を結んだあと秀吉は家康に、「どうです。

嫁ももらったし、京都に遊びに来ませんか」と誘

うのです。家康としては秀吉に転嫁を取られたと

思うのですが、「まあ、仕方がない、俺にこれだ

けできるのだから天下は秀吉のものだ、あとは島

津と北条をやっつけるだけだから、ここで反抗す

ると滅んでしまう」と考えるわけです。しかも講

和を結んでいるわけですから、立場は対等です。

秀吉の部下ではないから、家康の面目も保たれて

いるわけです。そして、とうとう秀吉の部下にな

ってしまいます。

こういうふうに見てきますと、小牧・長久手の

戦というのは、戦術的な戦の問題ではなく戦略的

な戦なんです。最高戦略の観点からみて戦争をし

ているのだと思うのです。
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１２月例会報告

日時  ： １２月８日  木曜日

      18：30 ～ 20：30
場所  ： 港区立産業振興センター

       10 階 会議室３

テーマ ： 「東西古今人間学 2」後編

テープを聴く

演者  ： 塩澤 貴良

【ナポレオンと秀吉に見る科学的計算性】

テープ前半内容

ナポレオンは貴族の中でも下っ端の家柄に生ま

れた。ナポレオンが勝った戦争時のフランス軍は

大変勇敢だった。城攻めの際には大砲を一番前に

布陣させた。対する王族はスイスの雇われ兵を中

心に、今まで通りの戦い方を展開し、ナポレオン

が勝利した。

また、ナポレオンがツーロン港を攻略する際に

は、まずツーロン港にいるイギリス艦隊を動かす

ことを考えた。 ナポレオンは砲兵の車輪を工夫

し、対岸の山の上に上げた。山の上から狙われた

イギリスの軍艦は撤退した。一時は膠着していた

局面も｢どうやってイギリス軍艦を動かすか｣を考

えることにより局面打開につながった。大砲重い

→車輪を工夫し山の上に移動させる。科学的計算

性とは簡単なことである。

前半意見

科学的計算性はコロンブスの卵である。科学の

進歩から生まれる。科学的計算性とは論理的な考

え方ではないか。例えば、大砲をどう使うか？多

面的に捉えて実践。大砲は当たらない。近づけて

命中精度を上げる。狙いやすい位置に移動させ

る。大砲と望遠鏡の組み合わせ。信長も鉄砲の短

所を克服し、長所を利用した。具体的には数を合

わせて利用した。

また、悪い例としてウクライナ戦争はプーチン

氏の奢りが招いたのではないか。自信がないから

こそ相手を分析する。だから戦略が生まれる。

テープ後半内容

ロシアに負けたナポレオンには戦略がなかっ

た。ナポレオンは首都モスクワを落とせば降参す

るだろうと戦争を仕掛けた。モスクワで火をかけ

られ、冬越しの準備もできずに５０万人は壊滅し

た。戦略が失敗すると戦術でカバーできない。

ハンニバルのカンネ戦役では、ローマ軍７万人

とカルタゴ３万人が戦い、ローマ軍が全滅した。

数の少ないカルタゴ軍はローマ軍を包囲した。カ

ルタゴ軍は象を前面に出し、踏み潰した。左右に

逃げる兵を両翼の騎馬隊が駆逐した。

また、ノモンハンの日本軍の戦い方はソ連戦車

に近づき、火炎瓶を投げつけた。当時はガソリン

を燃料に使用しており、良く燃えた。また、戦車

は上からの攻撃に弱い。航空機による急降下爆撃

が有効だった。

後半意見

ナポレオンはモスクを落とせば降伏するだろう

という戦略を立てた。ロシアの戦略は｢戦わずに

徹底的に引き込む｣で挑んだ。ナポレオンは軍隊

で抑え込む→相手は降参すると思っていた。補給

路が伸びるナポレオン軍に対し、ロシアは補給が

しやすかった。

戦略がないと負ける。相手に戦略を与えたら負

け。北条の戦略は籠城にあった。水に苦労しない

城であり、１００年続いた。攻めてこないと思う

北条氏の戦略が敗れた。ナポレオンの敗戦は連戦

連勝が原因かもしれない。ワンパターンになって

しまった。

また、戦略と戦術の違いについて議論があった。

サッカーワールドカップ日本代表監督森保のスペ

イン、ドイツに対してとった戦略を考えた。塩沢

の考えた森保監督の戦略は｢相手を疲れさせ、後

半選手を入れ替えて攻撃｣と主張した。参加者の

意見としてはそれは戦術である。ベストエイト進

出もしくは優勝が戦略であり、｢相手を疲れさせ、

後半選手を入れ替えて攻撃｣は戦術であるとの意

見があった。

榊原氏の解説として、戦略とはフラクタル構造で

あり、どの視点で見るかにより、戦略戦術の考え

方が変わるとあった。２年間勉強を続けているが

このあたりの確固たる考え方をどう判断するのか

がとても悩ましい。
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例会予定

2023 年

３月９日 木曜日  18:30 ～ 20:30
テーマ ： 未定

場所  ： 港区産業振興センター

担当  ： 未定

４月１３日 木曜日  18:30 ～ 20:30
テーマ ： 未定

場所  ： 港区産業振興センター

担当  ： 未定

港区立産業振興センターへの
ご案内地図

【アクセス】
JR田町駅三田口(西口)から徒歩 4分、
都営地下鉄三田駅A2出口から徒歩 2分

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>
※ 会誌発送は、E-mail です。

※ 年会費はありません。

※ 「じょうはん」発送のお申込は、

E-mail： info@iki2life.com
まで、Mail でご連絡下さい。

※ 興味のありそうな方にも積極的に転送して

あげて下さい。

※ ホームページもご確認下さい。

   http://www.jouhan.com
<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<

編集後記

今回は、松本氏がお持ちの城野先生のご講演

テープを活用し、古川彰久が司会をすることにな

りました。城野先生の肉声でのご講演を聞かせて

いただけるとのことです。

皆様の積極的な参画を期待申し上げます。

(古川)


